


現代台湾の多文化共生

時代の転換期に生きた沖縄女性たちの生活史としての 「ハジチ」
　ハジチ（針突）とは沖縄・奄美でかつておこなわれていた、女性の手の甲に深青色の文様を施し
た風習です。1899 年にハジチが禁止されて以降、時代とともにハジチは消えつつあります。
　「ハジチ」について本格的に調査されたのは 1980 年代。それまで研究対象として重要視されてい
た文様の記録だけでなく、ハジチを軸とした女性たちの生活史を聞き書きする姿勢へと大きく転換
しました。「ウチナー世」から「ヤマト世」へ、急速な世替わりに立ち会った女性たちの、そしてそ
れを書き留めた調査者たちの言葉に耳を傾けてもらいたいです。

　台湾原住民族の複数の民族にもタトゥーの風習があります。沖縄と同様に施術が規制され、一度
は途切れましたが、原住民族権利運動が成果を上げたことなどにより再び「民族の印」として復活
しています。原住民族を表すキャラクターでもイレズミが描かれ、織物などの工芸やポスターなど
で表現する人々もいます。
　果たして沖縄のハジチは復活するのか、それともイメージに留まるのか、イメージすら忘れ去ら
れるのか、その将来を占ううえでも台湾の動向に注目します。
※2019 年 9月 6日（金）～ 11 月 4日（月）まで開催される、沖縄県立博物館・美術館の「台湾―
―黒潮でつながる隣（とぅない）ジマ（じま）～」（通称：台湾展）の姉妹展としても実現したく思います。

※それら調査記録資料の展示も予定

※それらキャラクターグッズや工芸品も展示予定

●「沖縄のハジチ、台湾原住民族のタトゥー　歴史と今」プロジェクト発起人
・山本芳美（都留文科大学教授）
・山田豊・池原健太・山城寿乃（株式会社Nansei）
●お問い合わせ先
・株式会社Nansei
　電話：098-867-1300　メール：haisai@nansei-m.co.jp
　住所：沖縄県那覇市曙 1-15-3 2 階　HP：http://www.nansei-m.co.jp

※沖縄県立美術館では、2019 年 07 月 13 日 ( 土 ) ～ 2019 年 10 月 13 日 ( 日 ) に「沖縄を描い
た画家 1930-1950’s」展が開催されます。藤田嗣治が 1938 年に沖縄を取材して描いた「孫」が
同時期に展示されます。この機会にぜひ、フジタによる「沖縄おばぁのハジチ」の実物の絵を
ご覧ください。

リターン（お礼の品）　ご支援いただく金額に応じて、下記の返礼品を予定しています。

    1,000 円 ①サンクスメール　②展示写真集へのお名前掲載
　　　　　　③スクリーンセーバー用オリジナル壁紙ダウンロード
　    3,000 円 上記①～③＋④展示写真集のダウンロード
　    5,000 円 上記①～④＋⑤ポストカード 2枚セット
　  10,000 円 上記①～⑤＋⑥展示写真集
　  50,000 円 上記①～⑥＋⑦オリジナルバッグ
　100,000 円 　上記①～⑦＋⑧特製 Tシャツ 1枚（サイズ指定）




